
かじゆいか
プロフィール

1974年大阪府八尾市生まれ。作業療法士。桜井市三輪在住。
家族は夫と三女、夫の両親。資格；調理師免許。野菜ソムリエ。特技；ドラム
なら子ども発達支援センターふぁ～すとなど勤務。
地域食堂やマルシェ等地域活性化イベントにスタッフとして参加。

平和に生きる喜びを実感できる社会に

女性議員の
新たな先駆者に！
女性議員ゼロという全国でも珍しい桜井
市議会。介護や子育てなど、まだまだ女性
の負担が多い事柄に女性の視点から先駆
的な改革を提案して頂きたいです。
女性ならではの感性と発想を生かした議会での活動を期待し
ています。女性が気軽に相談できる窓口にもなって下さいね。

子どもを産み育てられる環境づくりと条件整備は不可欠

①新生児が満１歳になるまでオムツを届け、ミルク代を補助します
②中学３年まで学校給食費の無償化、満18歳まで医療費の窓口負担ゼロ、国保税均等
割を免除します
③小・中学校の入学準備金を全家庭に支給し、市独自の給付制奨学金制度をつくります
④不妊治療への補助
⑤老朽化した保育所の計画的な建て替えと保育士の待遇改善

①人間らしい生活ができる賃金を保障するため、正規と非正規、企業規模、性別による
格差と差別をなくすよう、国や県へ要望します。
②最低賃金を全国一律1500円/時に引き上げるよう国に強く求めます。
　（奈良県は現在896円）
③市職員の処遇改善や計画的な採用試験の実施に踏み出します。

　高齢化が進むなか、老人の一人
暮らしや老々介護の問題も深刻で
す。後期高齢者の医療費負担が2
倍になるなど、「ただでさえ生活で
きない年金ぐらしなのに…」という
悲鳴に近い声が寄せられています。

すべての働く人たちへの賃上げ・労働条件の改善が必要

介護の充実で高齢者が安心・安全に暮らせる町づくり

「住んでいてよかった！」と
心から思える桜井市に

日本共産党桜井市委員会は、かじゆいか市議予定候補の政策を発表しました。
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子どもも、働く人も、高齢者も子どもも、働く人も、高齢者も

住み続けられる町に住み続けられる町に
誰もがずっと安心して誰もがずっと安心して

夫婦の平均理想子ども数と
平均予定子ども数

平均理想子ども数

平均予定子ども数
1.5

2.61

2.17

１
９
７
７
年

１
９
８
２
年

１
９
８
７
年

１
９
９
２
年

１
９
９
７
年

２
０
０
２
年

２
０
０
５
年

２
０
１
０
年

２
０
１
５
年

２
０
２
１
年

2.23
2.01

2.25

2.67
2.5

（人）

年収200万円未満の一般労働者の割合
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資料：厚生労働省「令和３年賃金構造基本統計調査」

『大事にします』―市民の願い、合意づくり

『許しません』―国の言いなり、弱い者いじめの政治

『いたしません』―市長に忖度、何でも反対

●市民の願いに心を寄せ、要求を汲みつくします
●要求の実現、課題の解決への確かな道筋を示します
●要求実現のために、心ある人たちと力を合わせて行動します

●医療や介護、年金制度などの改悪に反対する声を国にあげます
●国の言いなりではなく、地方自治体の自主性を発揮した施策の実施を求めます

●市民の声が届く市議会と市民のための政治を求めます。

mail：yuikaji-jcp@kcn.jp
TEL/FAX 0744－46－4930
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生活相談は までゆいかゆいかかじかじ

介護労働者の平均賃金
無期雇用　月給（円／月） 有期雇用　時間給（円／時間）

介護労働者全体 242,273 1,231 
訪問介護員 224,126 1,319 
介護職員 222,756 1,031 

サービス提供責任者 259,904 1,221 
生活相談員 257,498 1,124 
看護職員 282,249 1,496 

介護支援専門員 264,577 1,328 

かじゆいか
の

３つのモットー

有馬幸代さん
（谷在住）

資料：厚生労働省「令和３年賃金構造基本統計調査」

資料：介護労働安定センター「令和３年度介護労働実態調査」

保育士の賃金（短時間労働者）
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時間数

時間
当たり 
給与額
（円）

保育士
（男女計） 49.0 7.0 16.2 5.5 1197.0 

保育士（男） 62.0 6.1 16.8 4.9 1441.0 

保育士（女） 48.9 7.0 16.2 5.5 1195.0 

全産業労働者 45.7 6.2 14.7 5.1 1384.0 
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かじゆいかの

の記
「駆けめぐり
 聴きめぐり」

市民の声を議会に
届け、願いを実現

願いを
実現

●JR貯木場踏切の拡幅と通行の安全対策
●子どもの医療費の助成対象年齢を満１８歳に
引き上げることに尽力

●新型コロナから市民の生活と生業を守る具体
策を提案し、実施させる

国・県の悪政から
市民を守る防波堤

暮らしを
守る

●済生会中和病院をはじめ、公立・公的病院の
統廃合に反対し、地域医療を守る先頭に

●国保税の子どもの均等割の免除を国に要望
●就学前の子どもの均等割を５割軽減させる

市民のための
議会と市政を一貫して追求

議会で
追求
●４期１６年間、定例議会で毎回一般質問に立つ
●『議会だより』に一般質問した議員の氏名を
掲載させる

●「ゴミ処理等長期管理委託料」の見直し、
　「県域水道一体化」の問題点をただす

鳥獣被害は深刻。市としてもっと有効な援助と施策を
　家の周りにアライグマが出現。シカ
は柵を飛び越え、イノシシは柵を突破
して侵入してくる。猟友会の協力もある
が、なかなか捕獲できない。防護柵を
設置したが、市の支援策も不十分で自
己負担した金額もバカにならない。

鳥獣被害の実情を丁寧に聞き
取り、補助金の増額や申請条
件を緩和するなど有効な支援
策に改善します。

　市民会館を使用できず、音楽などの芸
術活動に支障が出ています。市民が生き
る喜びを持てる文化芸術を桜井市も大事
にしてほしい。市民会館の再開を強く希
望しています。

市民会館の再開に向け
た計画を直ちに市民に
示すよう求めます。

買い物や市役所に行くにも不便すぎます。何とかしてほしい
　近くにあったスーパーが閉店したので大
変不便になった。デマンドタクシーも走って
おらず、運転免許証も返納したので本当
に困っている。コミュニティーバスもせめて
１時間に１本は走らせてほしい。

当面、デマンドタクシーの利用料
を香芝市並みの1回200円、コ
ミュニティーバスを増便し、高齢
者や免許返納者は運賃を半額に。

かじゆいかは、
みなさんの声を聴き、届けます
かじゆいかは、

みなさんの声を聴き、届けます
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文化芸術を大事にしてほしい

子どもたちが安全・安心に過ごせる場にするため、全面改築を
園
庭
に
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廊
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吉田議員とともに保育所を訪問

ゆいかの
提案

3つの値打ちを持つ
日本共産党の議席

公立の保育所をなくすわけにはいきま
せん。子どもを安心して預けられる場と
するため、保育所の建て替えに直ちに
着手します。計画的に採用試験を実施
し正規雇用を増やします。

　保育所はすでに築後約50年。漏
電、雨漏り、壁紙の剥がれ、廊下の
痛みなど老朽化のオンパレード。
　保育士さんも非正規が半数以
上。正規と同じ仕事なのに待遇は
大違い。そのため他市への転出も
止まりません。

市民の声

市民の声

市民の声

市民の声


